
 

 

 

自然災害復旧時におけるヒューマンファクター上の課題 

 
背  景 

法律上，指定公共機関とされている電力会社はライフライン事業者として，災害への迅速な対応（応急対応・

復旧）が要求・期待されている。しかし，地方自治体や他産業では，国内で発生した大規模な自然災害対応現

場において，コミュニケーションの不備，体制の不備，不適切な判断などのヒューマンファクター上の問題が指摘

されている。電力会社においても，大規模自然災害への対応時にこのような問題が起これば，二次災害の発生

や復旧の遅れ等が起きる可能性がある。そのため，災害対応技術の訓練と同時に，災害に対する各種の備え

が必要である。 

 
目  的 

火山災害，雪害，風水害などの大規模な自然災害への対応時に実際に起きた問題点や良好点を調査し，災

害対応に際し備えておくべき事項をヒューマンファクターの視点から明らかにする。 
 
主な成果 

大規模自然災害への対応経験者など，電力会社の8箇所39名を対象にしたインタビュー調査ならびに，各電

力会社が取りまとめた資料や論文を利用した文献調査により，以下の結果が得られた。 
1. 調査結果を設問別に，問題点，良好点（問題点を通じた教訓）に分類した上で，類似回答をまとめた。その結

果，災害対応に際し，ヒューマンファクターの視点から，備えておかなくてはならない事項が，全部で42個抽

出できた。 

2. 上記1.から得られた事項を「いつ」，「誰が」という観点で，時系列に沿って視覚化し，平常時から復旧後まで

に各階層が備えておくべき事項を明らかにした（表）。なお，表より以下のことが示唆された。 
(1) 本調査から得られた事項の大半は，平常時に対処しておくべき事項である。 

(2) 特に上位組織ほど，備えておくべき事項のうち，平常時の占める割合が大きい。 
3. 被調査者ほぼ全員から，実際の復旧時に，事故やエラーはほとんど発生していないという回答が得られた。

その理由は，通常より高い緊張感，事故対応経験が豊富かつ優秀な対応部隊の存在の2点に集約できた。 
4. 災害対応時，災害対応訓練シナリオやマニュアルで想定している範囲を超えた場合は，状況に応じて臨機

応変に対応していた。 
5. 災害対応経験については，他社間のみならず，自社内でもあまり共有されていないことが分かった。 
ベテランの退職等により，経験者がいなくなっていく現状や，災害対応経験の未共有という結果を鑑みると，

今まで通りに無事故で災害復旧を行うためには，現状の災害対応訓練やマニュアルだけではなく，過去の災害

対応事例に学び，これを活用した新たな災害対応訓練方法の考案が期待される。 
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本表左側から平常時，災害対応初期，復旧作業時，復旧後という時系列を示している。また，上から上位組

織（本・支店），事業所，災害対応者各個人が備えておくべき事項を示している。平常時について，上位組織

は「体制作り，人材育成」，各事業所は「必要品の準備，関係各所との連携確認」，各個人は「訓練の実施，

地域環境への関心，身の回りの備え」が必要とされる。また，台風・雪害など事前に被害が想定できる場合に

は，災害対応初期までに，事業所では「借用品の手配」，個人では「想定外事象への心構え」をしておく必要

がある。災害発生後，災害対応初期には，上位組織は「情報管理の徹底」，事業所では「被害状況の把握，

復旧作業への体制作り」，各個人は復旧作業に備えた「身体の備え」をしておくことが必要となる。復旧作業

時，事業所（復旧作業責任者）にとっては，「復旧作業者に対する心身の支援」が留意点である。また，復旧

後，上位組織や管理職は，災害対応者をねぎらい，評価することが必須である。 

表 平常時から復旧後までに各階層が備えておくべき事項 
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